
税
収
入
の
減
少
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
へ

の
対
応
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
状
況
下
で
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
が
、「
第
６
次
総
合
計
画
」
に
掲

げ
る
「
健
幸
創
造
都
市 

草
津
」
の
実
現

に
向
け
て
、「
第
１
期
基
本
計
画
」
の
４

つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
戦
略
的
な
財
源
配

分
を
行
い
ま
し
た
。

４
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

❶  「
未
来
を
担
う
子
ど
も
育
成 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

❷  「
地
域
の
支
え
合
い
推
進 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

❸ 「
に
ぎ
わ
い
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

❹  「
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
向
上 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
ひ
と
・
ま
ち
・
と
き
を
つ
な
ぐ 

絆
を

つ
む
ぐ 

ふ
る
さ
と 

健
幸
創
造
都
市  

草
津
」
の
実
現
に
向
け
て

　

第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
に
基
づ
く
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
人
と
人

が
つ
な
が
り
、
人
か
ら
地
域
、
ま
ち
へ
と

広
が
り
、
絆
を
つ
む
ぐ
こ
と
で
、
草
津
に

愛
着
と
誇
り
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
期
ま
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
全
て
の

市
民
の
皆
様
が
健
や
か
に
、
そ
し
て
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
ず
っ

と
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
草
津
」
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
着
実
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
大
幅
な
市

　
令
和
３
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
あ
り
、
第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

市
の
総
合
政
策
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
「
健
幸

都
市
」
を
、
新
た
な
総
合
計
画
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
据
え
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
と
き
を
つ
な
ぐ 

絆
を

つ
む
ぐ 

ふ
る
さ
と 

健
幸
創
造
都
市 

草
津
」
の
実

現
に
向
け
た
船
出
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
12
年
間
の
期
間
中
に
は
、

現
在
、
一
部
の
郊
外
部
で
始
ま
っ
て
い
る
人
口
減
少
が
、
全
市
的
に
や
っ
て
き
ま
す
。
今

後
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
税
収
の
減
少
や
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
な
ど
、

中
長
期
を
見
据
え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら
、
総
合
力
を
持
っ
て
、
施
策
・
事
業
を
推
し
進
め
ま
す
。

2 月定例市議会で、
市長が令和 3 年度の施政方針を述べました。
その概要をお知らせします。
問 財政課（ 3 階） ☎561-2304、561-2483

令和 3 年度施政方針
7～11ページ
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令
和
3
年
度
当
初
予
算

　
「
第
６
次
草
津
市
総
合
計
画
第
１
期

基
本
計
画
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
財

源
を
戦
略
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
や
拡
大
事
業
を
中
心
に
、

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

その他依存財源
43億6,500万円（8.4%）

市税
224億8,354万円（43.0%）

民生費
229億3,313万円(43.9%)

扶助費
145億6,345万円(27.9%)

人件費
85億4,655万円(16.3%)

土木費
65億6,771万円(12.6%)

商工費 2億2,155万円(0.4%)
労働費 1億183万円(0.2%)

その他
  2億7,000万円（0.5%）

公債費  49億2,132万円(9.4%)

県支出金
41億8,286万円

（8.0%）
市債
51億4,950万円

（9.8%）
国庫支出金
88億5,860万円（16.9%）

公債費
49億2,132万円(9.4%)

その他
60億356万円(11.5%)

補助費等
54億9,285万円(10.5%)

物件費
69億2,576万円(13.2%)

農林水産業費  5億5,247万円(1.1%)
消防費  14億8,468万円(2.8%)
衛生費  28億9,862万円(5.5%)

議会費  3億1,092万円(0.6%)

総務費
59億2,802万円(11.3%)

その他自主財源
56億5,950万円（10.8%）

教育費
61億975万円(11.7%)

普通建設事業費
58億4,651万円(11.2%)

地方交付税
16億100万円（3.1%）

依存財源　241億5,696万円 （46.2%） 自主財源　281億4,304万円 （53.8%）

その他の経費  184億2,217万円（35.2%）

投資的経費  58億4,651万円（11.2%）

義務的経費  280億3,132万円（53.6%）

歳出の性質別分類

523 億円

歳入

523 億円

歳出

523 億円

歳出
（性質別分類）

市税の内訳
市民税 96億7,543万円
固定資産税 100億   457万円
都市計画税 17億4,589万円
市たばこ税 7億8,014万円
軽自動車税 2億7,470万円
入湯税 281万円

項目 予算額

一般会計 523億円
特別会計 331億6，210万円

合計 854億6，210万円

前年度比2.4％減

行政の基本的な経費を市税などを主な
財源として経理する会計

特定の歳入を特定の支出に充てて経理
する会計 特別会計

一般会計

各会計予算規模

　
　
　

養
育
費
確
保
推
進
費�

�

44
万
円

　

子
ど
も
の
養
育
費
の
取
り
決
め
を
推

進
す
る
た
め
、
公
正
証
書
な
ど
の
作
成

に
必
要
な
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
　

�

民
設
児
童
育
成
ク
ラ
ブ�

�

施
設
整
備
費
補
助
金�

�
�

７
５
０
万
円

　

多
様
な
保
育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

民
設
民
営
の
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
支
援
し
、
定
員
不
足
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

�

認
定
こ
ど
も
園
整
備
費�

�

（
矢
倉
・
常
盤
）�

�
�

４
億
２
，７
５
８
万
円

　

質
の
高
い
幼
児
教
育
と
保
育
の
一
体

的
な
提
供
を
行
う
た
め
、
公
立
幼
稚
園

の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
た
施
設
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　

�

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
充
実
費�

�
�

１
億
２
，９
６
４
万
円

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
を
見
据
え
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
、
１
人

１
台
端
末
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
確
か

な
学
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

�（
仮
称
）草
津
市
第
二
学
校
給
食��

セ
ン
タ
ー
整
備
費
・
運
営
費�

�
�

12
億
８
，４
５
６
万
円

　
「（
仮
称
）草
津
市

第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
」
を
整
備

し
、
令
和
3
年
度

3
学
期
か
ら
給
食

セ
ン
タ
ー
方
式
に

よ
る
中
学
校
給
食

の
提
供
を
開
始
し

ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

　
　
　

�

不
登
校
支
援
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル��

利
用
助
成
費�

１
９
２
万
円

　
　
　

�

多
胎
児
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー��

派
遣
費�

２
４
１
万
円

　
　
　

�

病
児
・
病
後
児
保
育
運
営
費��

�

３
，４
４
１
万
円

　
　
　

�

特
定
不
妊
治
療
助
成
費�

�
�

１
，８
３
６
万
円

�

な
ど

新規拡大拡大拡大

拡大新規拡大拡大拡大

未
来
を
担
う
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令和 3年度施政方針
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�
市
民
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費�

�
�

８
，３
３
１
万
円

　

既
存
の
公
共
施
設
を
集
約
し
、
新
た

に
男
女
共
同
参
画
、
子
育
て
支
援
、
市

民
交
流
の
た
め
の
機
能
な
ど
を
備
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
が
入
居
す
る
公

民
の
複
合
施
設
「
キ
ラ
リ
エ
草
津
」
を

運
営
し
ま
す
。

　
　
　

�

健
幸
都
市
づ
く
り
推
進
費�

�

�

２
０
０
万
円

　

住
む
人
や
訪
れ
る
人
が
「
健
幸
」
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
そ
の
も
の

が
「
健
幸
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
市
の
総
合
政
策
と
し
て
推

進
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
健
幸
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
健
幸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
、
広

報
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

�

く
さ
つ
ラ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル��

開
催
費
補
助
金�

�
�

２
０
０
万
円

　
「
健
幸
都
市
く
さ
つ
ラ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」（
令
和
３
年
秋
開
催
予
定
）
を

通
じ
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く

り
の
推
進
や
、
草
津
川
跡
地
公
園
に
お

け
る
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
　
　

�

認
知
症
施
策
推
進
費�

�
�

２
２
１
万
円

　
「
草
津
市
認
知
症
が
あ
っ
て
も
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と
「
草
津
市
認

知
症
施
策
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
第
3

期
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
認
知
症
施

策
を
実
施
し
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

新規拡大

継続継続

　
　
　

�

新
火
葬
場
整
備
費�

�

５
，４
６
１
万
円

　

市
営
火
葬
場
の
老
朽
化
と
、
今
後
の

火
葬
能
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
令

和
９
年
度
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
、
栗

東
市
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
新
た
な

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

�

環
境
基
本
計
画
重
点
事
業
推
進
費��

�

３
０
２
万
円

　

第
３
次
草
津
市
環
境
基
本
計
画
の
策

定
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
環
境
・
経
済
・

社
会
の
統
合
的
な
向
上
」、「
持
続
可
能

な
地
域
資
源
の
活
用
」、「
多
様
な
主
体

と
の
協
働
」
に
基
づ
い
た
重
点
事
業
と

し
て
、「
い
き
も
の
自
然
学
校
」、「
地
域

資
源
健
幸
ラ
リ
ー
」、「
環
境
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

�

ロ
ク
ハ
浄
水
場
浸
水
対
策
費��

�

４
，９
０
３
万
円

　

ロ
ク
ハ
浄
水
場
お
よ
び
関
係
施
設
の

う
ち
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に
位

置
し
て
い
る
施
設
の
浸
水
対
策
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
確
保
し
、
市
民
へ
の
水
道
水
の

安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

�

緊
急
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
推
進
事
業
費�

�

�

８
０
０
万
円

　

全
国
で
河
川
氾
濫
な
ど
の
大
規
模
な

浸
水
被
害
が
相
次
ぐ
な
か
、
市
内
で
緊

急
的
に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
河
川
な

ど
に
つ
い
て
、
浚
渫
・
樹
木
伐
採
な
ど

を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

新規新規

新規継続

　
　
　

�

観
光
物
産
協
会
法
人
化
推
進
費��

１
，１
３
５
万
円

　

観
光
物
産
協
会
で
は
、
地
域
へ
の
経

済
波
及
効
果
が
幅
広
く
浸
透
す
る
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
機
能
・
組
織
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、
観
光
物
産
協
会
を

法
人
化
し
、
そ
の
初
期
費
用
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
設
立
・
初
動
期
に
お
け
る

運
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

�

ま
め
バ
ス
実
証
運
行
費�

�
�

８
８
０
万
円

　

バ
ス
交
通
空
白
地
・
不
便
地
の
解
消

や
公
共
施
設
へ
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
新
規
路
線
と
し
て
Ｊ
Ｒ
草
津

駅
西
口
か
ら
下
笠
方
面
ま
で
を
運
行
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ま
め
バ
ス
」

の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

�

草
津
川
ハ
イ
ラ
イ
ン
事
業
費��

�

３
８
０
万
円

　
「
草
津
川
跡
地
公
園
ｄでｅ
愛あ
い

ひ
ろ
ば
」

と
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
京
都
支
社
の
「
梅
小

路
ハ
イ
ラ
イ
ン
」
は
、
共
に
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
「
ハ
イ
ラ
イ
ン
」

を
モ
デ
ル
に
整
備
し
ま
し
た
。
両
施
設

や
鉄
道
の
利
用
促
進
、
駅
周
辺
の
地
域

活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
協
定
に
基

づ
き
、
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

�（
仮
称
）草
津
市
立
プ
ー
ル
整
備
費��

�

17
億
５
，７
５
４
万
円

　

令
和
７
年
に
開
催
予
定
の
第
79
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
24
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
水
泳
競
技
会
場
と

し
て
、
ま
た
、
大
会
後
に
お
い
て
も
、

「
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
」「
新
た
な
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ

く
り
の
推
進
」
の
実
現
を
図
る
た
め
の

施
設
と
し
て
、

（
仮
称
）草
津
市

立
プ
ー
ル
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

造
成
工
事
や
施

設
の
設
計
を
実

施
し
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

　
　
　

�

創
業
支
援
補
助
金�

�

１
１
０
万
円

�

な
ど

新規新規新規

継続新規

　
　
　

�

働
き
方
改
革
推
進
費�

�

１
，５
０
２
万
円

　

Ａ
Ｉ（
※
1
）や
Ｒ
Ｐ
Ａ（
※
2
）な
ど
の

新
技
術
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
や
、
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
在
宅
勤
務
（
テ
レ

ワ
ー
ク
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

働
き
方
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
利
活
用
推
進
費��

�

９
７
１
万
円

　
「
く
ら
し
の
手
続
き
ガ
イ
ド
」
や

「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
導

入
を
行
う
と
と
も
に
、「（
仮
称
）琵

琶
湖
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
構
想
の
実
現
」

に
向
け
た
研
究
を
県
や
近
隣
市
と

共
同
で
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
草
津
市
情
報
化
推
進
計

画
（
令
和
2
～
６
年
度
）
に
基
づ
き
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
※
3
）の
本
格
導
入

や
、
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
導
入
の

検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ

タ
ル
時
代
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

拡大拡大

地
域
の
支
え
合
い
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
ぎ
わ
い
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

行
財
政

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

コ
ロ
ナ
の
発
症
予
防
・
ま
ん
延

防
止
や
、
経
済
的
に
影
響
を
受
け

た
人
へ
の
住
居
・
就
労
な
ど
の
支
援
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
事
業
継
続

や
学
校
教
育
活
動
の
円
滑
な
運
営

な
ど
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス��

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費��

（
令
和
2
年
度
補
正
予
算
）�

１
億
３
，７
８
５
万
円

　
　
　

�

住
居
確
保
給
付
金
給
付
費�

１
，７
９
９
万
円

　
　
　

�

児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る

感
染
症
対
策
事
業
費�

�

６
，７
９
２
万
円

　
　
　

�

学
校
に
お
け
る
感
染
症��

対
策
事
業
費�

�

１
，０
７
５
万
円

新規継続継続継続 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業

※ 1  AI（Artificial�Intelligence）：人工知能　　※ 2  RPA（Robotic�Process�Automation）：ロボットによる業務自動化
※ 3  チャットボット：チャット（会話）とボット（ロボット）を組み合わせた造語で、コンピューターと自動で会話するプログラムのこと
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